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令和４年 農業総産出額及び生産農業所得（全国） 

 

【統計結果の概要】 

１ 農業総産出額は、農畜産物の国内外の需要に応じた生産の進展等を背景に、平成27年

以降、９兆円前後で推移してきた。 

  令和４年は、耕種において米や野菜、畜産において豚や鶏の価格が上昇したこと等か

ら、前年に比べ 1,631億円（1.8％）増加し、９兆 15億円となった。 

 

２ 生産農業所得は、平成27年以降、農業総産出額の増減はあるものの、３兆円台で推移

してきた。 

  令和４年は、国際的な原料価格の上昇等により、肥料、飼料、光熱動力などの農業生

産資材価格が上昇したこと等から、前年に比べ 2,428億円（7.3％）減少し、３兆 1,051

億円となった。 

 

 

図１ 農業総産出額及び生産農業所得の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある（以下同じ。）。 
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主要農産物の輸出額の推移 

 

 

 

図２ 農業総産出額の対前年増減率と部門別寄与度の推移 
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【関連データ】 

 

3/2 4/3
億円 億円 億円 億円 億円 ％ ％

農林水産物 計 9,068 9,121 9,256 11,626 13,372 25.6 15.0

農産物 計 5,661 5,878 6,552 8,041 8,862 22.7 10.2

うち 米 38 46 53 59 74 11.6 24.4

　　 野菜 105 110 122 130 162 6.6 24.6

うち かんしょ 14 17 21 23 26 13.1 12.6

果実 318 335 323 440 517 36.1 17.6

切花 9 9 8 13 15 65.7 12.7

植木等 120 93 106 69 74 △ 34.3 6.6

緑茶 153 146 162 204 219 26.1 7.2

牛乳 11 14 18 18 20 △  0.6 12.3

牛肉 247 297 289 537 513 85.9 △  4.3

豚肉 10 11 18 20 19 14.5 △  4.8

鶏肉 20 19 21 13 10 △ 37.2 △ 21.7

鳥卵・卵黄 17 24 47 60 86 28.1 42.5

対前年増減率
平成30年 2 4令和元 3区　　分

 
資料：農林水産省輸出・国際局「農林水産物輸出入概況」 

注：１ 金額は、ＦＯＢ価格（Free on board、運賃・保険料を含まない価格）である。 

２ 対前年増減率は、原数値（千円単位）で算出した数値である。 

３ 米には援助米を含まない。また、野菜・果実には調製品、牛乳には部分脱脂乳、牛肉・豚肉・鶏肉にはくず肉

を含む。 

４ 植木等とは、植木類、盆栽類及び鉢物類である。 
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２ 民間流通における６月末在庫量の推移 

 

１ 米の収穫量及び主食用米の相対取引価格の推移 

表１ 米の産出額の推移 

【統計結果】 
 
１ 農業総産出額 

(1) 米 

国内の人口減少や多様化する消費者ニーズ等を背景に主食用米の需要は一貫して減

少してきている中、令和２年以降、主食用米の取引価格が下落し続けたこと等から、

米の産出額は減少傾向で推移してきた。 

令和４年は、前年に比べ 247億円（1.8％）増加し、１兆 3,946億円となった。 

これは、主食用米から他作物への転換等産地・生産者が中心となった需要に応じた

生産の進展により、民間在庫量が減少し、主食用米の取引価格が前年から回復したこ

と等によるものと考えられる。 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
【関連データ】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料： 農林水産省統計部「作物統計調査」及び農林水産省農産局「米穀の取引に関する報告」

（米の相対取引価格・数量） 

注：１ 相対取引価格は、当該年産の出回りから翌年 10 月までの通年平均価格である。 

２ 収穫量の「その他」は、備蓄米、加工用米、新規需要米等である。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省農産局「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針（令和５年 10 月）」 

注：うるち玄米及びもち玄米を合算した値である。 

区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 17,416 17,426 16,431 13,699 13,946

 対前年増減率 ％ 0.3 0.1 △5.7 △16.6 1.8

表１　米の産出額の推移
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 １ かんしょの収穫量及び価格指数の推移 

２ ばれいしょの収穫量及び価格指数の推移 

(2) いも類 

ばれいしょ及びかんしょの作付面積が減少傾向で推移する中、ばれいしょにおいてポ

テトチップ用等の加工食品向けに国産品を求める実需者ニーズが高まっていることや、

かんしょにおいて国内外における焼き芋等としての堅調な需要により、令和元年以降、

いも類の産出額は増加傾向で推移してきた。 

 令和４年は、前年に比べ 159億円（6.7％）減少し、2,199億円となった。 

 これは、かんしょにおいて引き続き堅調な需要を背景に価格が高水準で推移したもの

の、ばれいしょにおいて生産量が前年から回復し、価格が低下したこと等が影響したも

のと考えられる。 

表２ いも類の産出額の推移 

 

 
 

 

 

 

【関連データ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省統計部「作物統計調査」及び「農業物価統計調査」 

注： 価格指数の基準時は令和２年（暦年）であり、令和元年以前の価格指数は 

リンク係数を用いて接続した（以下同じ。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省統計部「作物統計調査」及び「農業物価統計調査」 

注： 価格指数は、「農業物価統計調査」の結果を「作物統計調査」の年産区分 

で再集計した結果である。 

区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 1,955 1,992 2,370 2,358 2,199

 対前年増減率 ％ △7.0 1.9 19.0 △0.5 △6.7

表２　いも類の産出額の推移
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(3) 野菜 

 食の簡便化、外部化の傾向が強まり、カット野菜等に対するニーズや、加工・業務用

野菜に国産野菜を求めるニーズが高まっている一方で、天候により作柄が変動しやすく

保存性も乏しいため供給量等が変動しやすい特性もあり、平成 30 年以降、野菜の産出

額は２兆 2,000 億円前後で推移してきた。 

 令和４年は、前年に比べ 831億円（3.9％）増加し、２兆 2,298億円となった。 

 これは、たまねぎにおいて前年からの価格高騰が継続したことや、トマトやにんじん

等の品目で８月の北・東日本を中心とした天候不順等の影響により生産量が減少し、価

格が前年産に比べて上昇したこと等が寄与したものと考えられる。 

 

表３ 野菜の産出額の推移 

 

 

 

 

 

【関連データ】 
 

１ 野菜の収穫量の推移      ２ 果菜類・果実的野菜の価格指数の推移 
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３ 葉茎菜類の価格指数の推移        ４ 根菜類の価格指数の推移 
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区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 23,212 21,515 22,520 21,467 22,298

 対前年増減率 ％ △5.3 △7.3 4.7 △4.7 3.9

表３　野菜の産出額の推移

資料：農林水産省統計部「作物統計調査」 

注： ここでいう野菜は、根菜類、葉茎菜類、果菜類、

果実的野菜である。 

資料：農林水産省統計部「農業物価統計調査」 

注： 「農業物価統計調査」の結果を「作物統計調査」

の年産区分で再集計した結果である。 

資料：農林水産省統計部「農業物価統計調査」 

注： 「農業物価統計調査」の結果を「作物統計調査」

の年産区分で再集計した結果である。 

資料：農林水産省統計部「農業物価統計調査」 

注： 「農業物価統計調査」の結果を「作物統計調査」

の年産区分で再集計した結果である。 
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１ 果実の生産量並びにりんご及びみかんの価格の推移 

(4) 果実 

 国産果実について国内外のニーズが堅調な中、価格が上昇傾向にあり、それに伴って

令和２年以降、果実の産出額は増加傾向で推移してきた。 

 令和４年は、前年に比べ 73億円（0.8％）増加し、9,232億円となった。 

 これは、おうとうやもも等において生産時期の天候に恵まれ順調に生育したことによ

り、生産量が前年産を上回ったこと等が寄与したものと考えられる。 
 

表４ 果実の産出額の推移 

 

 

 

 

 

【関連データ】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省政策課「食料需給表」及び農林水産省統計部「青果物卸売市場調査」 

注：１ 生産量は年度の数値であり、令和４年の生産量は概算値である。 

２ みかん及びりんごの価格は、「青果物卸売市場調査」の結果を主な出荷期間で再集計した結果である。 

 

２ ももの収穫量と価格の推移     ３ おうとうの収穫量と価格の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 8,406 8,399 8,741 9,159 9,232

 対前年増減率 ％ △0.5 △0.1 4.1 4.8 0.8

表４　果実の産出額の推移

資料：農林水産省統計部「作物統計調査」及び「青果

物卸売市場調査」 
資料：農林水産省統計部「作物統計調査」及び「青果

物卸売市場調査」 
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(5) 花き 

 農業従事者の高齢化等による栽培面積の減少を背景に、花き産出額は減少傾向で推移

してきた。 

 令和４年は、前年に比べ 187億円（5.7％）増加し、3,493億円となった。 

 これは、天候不順等の影響により出荷量は減少したものの、新型コロナウイルス感染

症対策の緩和によるイベント需要が高まったこと等により、令和３年以降、切り花を中

心に価格が上昇に転じたことが寄与したものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

【関連データ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省統計部「作物統計調査」及び「農業物価統計調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省統計部「農業物価統計調査」 

区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 3,327 3,264 3,080 3,306 3,493

 対前年増減率 ％ △3.2 △1.9 △5.6 7.3 5.7

表５　花きの産出額の推移表５ 花きの産出額の推移 

１ 切り花類（切花）の出荷量及び価格指数の推移 

２ 切花（きく、ばら、カーネーション、ゆり）の価格指数の推移 
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(6) 茶 

 国内ではリーフ茶の長期的な需要の減少を背景に栽培面積が減少傾向で推移する中、

ペットボトル緑茶飲料の消費が堅調に推移していることや、健康志向等の海外ニーズに

応じた優良品種等への転換も進んできていることから輸出も年々増加してきており、令

和元年以降、茶の産出額は概ね 500億円前後で推移してきた。 

 令和４年は、前年に比べ 24億円（4.8％）減少し、471億円となった。 

 これは、一番茶において、春先の天候に恵まれ生産量が前年産を上回ったものの、一

部地域では降雨による摘み遅れにより品質低下が生じたため価格が前年産を下回った

ことに加え、二番茶以降において天候不順等の影響により生産量が減少したこと等が影

響したものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

【関連データ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省統計部「作物統計調査」及び「農業物価統計調査」 

注： 生葉収穫量は、８府県（埼玉県、静岡県、三重県、京都府、福岡県、熊本県、宮崎県及び鹿児島県） 

を対象に再集計したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省統計局「家計調査」（家計収支編）（二人以上の世帯） 
注：緑茶は茶葉のみ。茶飲料は液体の緑茶の他、ウーロン茶、紅茶及び麦茶を含む。 

区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 615 522 409 495 471

 対前年増減率 ％ △4.9 △15.1 △21.6 21.0 △4.8

表６　茶の産出額の推移表６ 茶の産出額の推移 

１ 茶（生葉）の収穫量及び価格指数の推移 

２ 緑茶及び茶飲料の１世帯当たり年間の支出金額の推移 
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(7) 肉用牛 

生産基盤の強化が推進される中、和牛改良の進展や飼養管理技術の向上等により高品

質な牛肉の割合が増加してきたことや、牛肉の輸出も増加傾向で推移しており、平成 28

年以降、肉用牛の産出額は 7,000億円を超えて推移してきた。 

令和４年は、前年に比べ 25億円（0.3％）増加し、8,257億円となった。 

これは、生産基盤の強化に伴い、引き続き和牛の生産頭数が増加した一方で、和牛肉

の需要が軟調に推移し価格が低下したことによるものと考えられる。 
 

 

区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 7,619 7,880 7,385 8,232 8,257

 対前年増減率 ％ 4.2 3.4 △6.3 11.5 0.3

表７　肉用牛の産出額の推移

 

 

【関連データ】 

１ 肉用牛のと畜頭数と価格指数の推移 
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（万頭）
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資料：農林水産省統計部「畜産物流通調査（と畜場統計調査）」及び「農業物価統計」 

注：と畜頭数は、成牛の数値である。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：総務省統計局「家計調査」（家計収支編）（二人以上の世帯） 

表７ 肉用牛の産出額の推移 

２ 牛肉の１世帯当たり年間の購入数量及び支出金額の推移 
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(8) 生乳 

生産基盤強化の進展を背景に、生乳生産量は平成 30 年以降増加傾向で推移してきて

おり、それに伴い生乳の産出額は増加傾向で推移してきた。 

 令和４年は、前年に比べ 55億円（0.7％）増加し、7,916億円となった。 

 これは、需給バランスの改善に向けた生産抑制により生産量の増加は鈍化しているも

のの、飲用等向けの取引価格が上昇したことが寄与したものと考えられる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

【関連データ】 

１ 生乳の生産量及び価格指数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

資料：農林水産省統計部「牛乳乳製品統計調査」及び「農業物価統計調査」 

 

 

２ 乳用牛飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省統計部「畜産統計調査」 

表８ 生乳の産出額の推移 

区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 7,474 7,628 7,797 7,861 7,916

 対前年増減率 ％ 1.0 2.1 2.2 0.8 0.7

表８　生乳の産出額の推移
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(9) 豚 

 飼養管理技術の向上等により豚の出荷頭数は増加傾向で推移する中、巣ごもりや節約

志向の高まりによる需要の増加で豚肉価格は堅調に推移してきており、平成 26年以降、

豚の産出額は 6,000億円台で推移してきた。 

 令和４年は、前年に比べ 353億円（5.6％）増加し、6,713億円となった。 

 これは、出荷頭数は前年を下回ったものの、高騰する輸入品の代替需要や節約志向の

高まりによる需要を背景に価格が上昇したこと等が寄与したものと考えられる。 

 

表９ 豚の産出額の推移 

 

 

 

 

 

 

【関連データ】 
１ 豚（肉豚）のと畜頭数及び価格指数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省統計部「畜産物流通調査（と畜場統計調査）」及び「農業物価統計調査」 

 

 

２ 豚肉の１世帯当たり年間の購入数量及び支出金額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省統計局「家計調査」（家計収支編）（二人以上の世帯） 

区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 6,062 6,064 6,619 6,360 6,713

 対前年増減率 ％ △6.7 0.0 9.2 △3.9 5.6

表９　豚の産出額の推移
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(10) 鶏卵 

 経営の大規模化の進展等を背景に生産量は 260 万トン前後で推移する中、堅調な需要

により、平成 26年以降、鶏卵の産出額は 5,000 億円前後で推移してきた。 

 令和４年は、前年に比べ 168億円（3.1％）増加し、5,638億円となった。 

 これは、飼料価格等の生産コスト上昇に加え令和４年 10 月以降に発生した鳥インフ

ルエンザの影響により、生産量が減少し、価格が上昇したこと等が寄与したものと考え

られる。 
 

表 10 鶏卵の産出額の推移 

 

 

 

 

 

【関連データ】 

１ 鶏卵の生産量及び価格指数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省統計部「畜産物流通調査（鶏卵流通統計調査）」及び「農業物価統計調査」 

 

 

２ 卵の１世帯当たり年間の購入数量及び支出金額の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資料：総務省統計局「家計調査」（家計収支編）（二人以上の世帯） 

注：卵は、鳥類の卵。加工品，缶詰，瓶詰及び破卵も含む。 

区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 4,812 4,549 4,546 5,470 5,638

 対前年増減率 ％ △8.8 △5.5 △0.1 20.3 3.1

表10　鶏卵の産出額の推移
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(11) ブロイラー 

 経営の大規模化の進展等を背景とした生産量の増加や、消費者の根強い国産志向に加

え、健康志向と簡便性を求める消費者ニーズに対応したむね肉の加工品（サラダチキン）

等の需要が堅調であること等から、平成 29 年以降、ブロイラーの産出額は 3,500 億円

を超えて推移してきた。 

 令和４年は、前年に比べ 200億円（5.3％）増加し、3,940億円となった。 

 これは、国内生産量は前年並みとなったものの、安定的な需要が継続する中、価格が

高水準となった輸入鶏肉の代替需要も重なり、価格が上昇したこと等が寄与したものと

考えられる。 
 

表 11 ブロイラーの産出額の推移 

 

 

 

 

 

 

【関連データ】 

ブロイラー（鶏肉）の生産量及び価格指数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

資料：農林水産省政策課「食料需給表」及び農林水産省統計部「農業物価統計調査」 

注：生産量は年度の数値であり、令和４年は概算値である。 

 

 

区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 3,608 3,510 3,621 3,740 3,940

 対前年増減率 ％ 0.8 △2.7 3.2 3.3 5.3

表11　ブロイラーの産出額の推移
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２ 生産農業所得 

生産農業所得は、平成 27 年以降、農業総産出額の増減はあるものの、３兆円台で推移し

てきた。 

 令和４年は、前年に比べ 2,428億円（7.3％）減少し、３兆 1,051億円となった。 

これは、国際的な原料価格の上昇等により、肥料、飼料、光熱動力などの農業生産資材

価格が上昇したこと等が影響したものと考えられる。 

 

表 12 生産農業所得の推移 

 

 

 

 

 

 

【関連データ】 

主な農業生産資材の価格指数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

資料：農林水産省統計部「農業物価統計調査」 
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区分 単位 平成30年 令和元 2 3 4

 実額 億円 34,873 33,215 33,434 33,479 31,051

 対前年増減率 ％ △7.3 △4.8 0.7 0.1 △7.3

表12　生産農業所得の推移
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【統計表】 

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000040124425&ext=xls 

 

【統計の概要】 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/nougyou_sansyutu/gaiyou/ 

 

【統計結果の主な利活用】 

・ 激甚災害制度における激甚災害指定基準のための資料 

・ 農業諸施策、地域振興計画の策定・評価等の資料 

・ 国民経済計算、産業連関表、県民経済計算等の作成のための資料 

 

【ホームページ掲載案内】 

・ 本資料は、農林水産省ホームページの統計情報に掲載している分野別分類「農家の所得

や生産コスト、農業産出額など」の「生産農業所得統計」で御覧いただけます。 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/nougyou_sansyutu/#y1 

・ 本資料の詳細な数値は、ホームページに掲載（令和６年３月予定）します。 

・ 本資料の推計に用いた一次統計が訂正された場合は本資料の数値も修正することとし、

修正値は令和５年の結果の公表と併せてホームページに掲載します。 
 

 

お問合せ先   
 

◎本統計調査結果について 

     農林水産省 大臣官房統計部 

     経営・構造統計課 分析班 

      電話：（代表）03-3502-8111 内線 3635 

       （直通）03-6744-2042 

     

◎農林水産統計全般について 

      農林水産省 大臣官房統計部 

      統計企画管理官 統計広報推進班 

          電話：（代表）03-3502-8111 内線 3589 

        （直通）03-6744-2037  
 

 

令和５年11月１日現在で、水産業を営んでいる方などを対象に、
2023年漁業センサスを実施します。
（流通加工調査については令和６年１月１日現在）

調査票が届きましたら、記入の御協力をお願いいたします。
また、調査票はオンラインによる回答も可能です。

 

政府統計の総合窓口 
（ｅ-Sｔａｔ） 

https://www.e-stat.go.jp/ 
 

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000040124425&ext=xls
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/nougyou_sansyutu/
https://www.e-stat.go.jp/

